















































開する叙述は、あたかも蚕が美しい絹を紡ぎだすかのごとくで、まさに知の世界に遊ぶ心地がする。読んでいて飽きることを知らない。博引旁証だが、けっして衒学的なところがな 、その智識の広がりは読むものを魅了する。まさに学殖豊かな先生の独擅場で る。学問 細分化し、個々の研究者 自身の専門領域で緻密な研究を積み上げていくスタイルが確立した昨今では、こうし 文章を書 る歴史学者はあまりおられないのではないかと思う。　
ついでにいうと、晩年に遊子館から出された書き下ろしの単著十一冊は、先生のご著書のなかでは格段に文章が読み




























時代の地方政治』で扱われた正税帳は、天平年間の諸国の収支決算報告書で、原文は数字の羅列であり、それ 大字で書いている。数字に弱い筆者などは、最初の帳簿の復原研究で挫折 てしまう。そのため、若いころには この本の良
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私記の研究』の刊行のときである。同書は、 『令集解』所引の令釈・讃記・跡記・穴記などの成立時期に関する論文を集成したもので、多くの先生方の協力を得て完成した。井上先生 一連の論考もこのときお願いしてすべて収録させていただいた。原論文の誤植や表現の不備につい は、数度に及ぶゲラ 遣り取りの過程でかなり手を入れていただいたので、 いわばこれが先生 論文 決定版である。幸い 集解諸説に関する先生 お説は本書 ら引用されることが多く、先生 学説の普及に貢献できたことはうれしかった。ただ、 この本も、 現在は品切れで、 古書価格も高騰しているので、折をみて復刊し いと思う。　
いま一度は、遺著になった『慶滋保胤』である。脱稿された原稿を小生のもとにお送りくださったのは、亡くなる一
年ほど前のことである。 「出版したいので、適当な出版社を探して折衝してほしい」とのことであった。小生などが先生のご本の出版にかかわ のは分不相応な気がしたが、わざわざご指名く さったのは光栄な なので、直ちに二三の出版社に刊行を打診した。井上先生のご著書なら と企畫に意慾 みせる出版社もあったが、データ 入稿してほしいと 希望であった。先生は亡くなるまで著述にパソコンをお使いになることはなく 原稿はすべて手書き。小生のところにお送りいただい 原稿も、二百字詰原稿で一千四百枚ほど 自筆原稿 った。　
そこで、小生が暇をみつけては入力していったのだが、 にしろ厖大な量で、かんたんに 終わら かった。ほぼ全
文の原稿の入力を完了し、内校も終えたの 、先生にそれをご覧にいれようと思い、ご自宅にお電話したのが、平成二十七年二月一日のことであった。じつは、こ 日 先生は退院されたばかりであった。退院されたとはいえ、お声に
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【凡例】一、井上博士の生前の業績のうち、日本古代史に関するものを中心に、 「著書」 「編著・監修」 「論文」 「その他」 「辞書項目」に分類し、発表年月日順に排列した。ただし、発行月日のない論文についてはおなじ発行年の刊行物の最後に、発行日付のない論文についてはおなじ年月の刊行物の最後に、それぞれ排列した。一、長期にわたる連載については、初回掲載の年月日にかけて一括して掲げた。一、論文名における一重カギ・二重カギ 使い分けやその他記号の用法については おおむね原論文の表記にしたがった。一、雑誌の特集にかかわ 論文の場合は、備考欄 特集テーマを記載した。一、 論文のなかで、 その後『正税帳 研究
　







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































語部・国栖（山の民） ・防人・正税帳・玉造 筑紫国・土蜘蛛（古代） ・火の国
『日本大百科全書』全二十五巻（小学館）
昭和五十九年十一月二十日～平成元年三月十日
飽田郡・葦北郡・阿蘇郡・天草郡 医疾令・衣服令・宇土郡・上益城郡・合志郡・官位令・学令・菊池 厩牧令・儀制令・宮衛 球磨郡・軍防令 継嗣令假寧令・関市令 考課令・後宮職員令・戸別の調 戸 獄令 田の調 隼人肥人・弭 手末調
『国史大辞典』 （吉川弘文館）







阿蘇信仰・大隅 狗奴国 筑前 筑後隼人・肥後・肥前 常陸 常陸国風 記日向・豊後・豊前 屯倉
『世界歴史大事典』全二十二巻（教育出版センター）




甘美内宿禰・大伴磐 大伴武日・大山守皇子・椋部秦久麻・郷司・救急院・救急料・歳役・防人・防 准布代（頃） ・随身・寧楽遺文・日本書紀纂疏・日置田 法王 真間手兒奈
『日本歴史大辞典』 （河出書房）全二十二巻
昭和三十一年 月三十日～同三十九年二月十五日、のち昭和四十三年に増補改訂版全十二巻、昭和六 一三十一日～同六十一年一月三十一日普及新版全十二巻
忌部氏 卜部氏 熊襲 隼人 隼人司日置 ・日祀
日本史大事典（平凡社）全七巻















Dr. Tatsuo Inoue and His Achievements
Yoshiyuki IBARAKI
Abustract
　Dr. Tatsuo Inoue（1928-2015）is one of the historian who represents 
the postwar. He specialized in Japanese ancient history and published the 
results of his research on the Shozeicho（the settlement of accounts of the 
local government in the Nara era）, the Bemin-sei（subordinate people 
of ancient clan group）, and so on. He was a professor in Kumamoto 
University and Tsukuba University and trained many young researchers. 
In this paper, I made the list of Dr. Inoue’s works to help readers to 
research his achievements.
Keywords：Shozeicho（the settlement of accounts of the local government 
in the Nara era）, Bemin-sei（subordinate people of ancient clan group）, 
Fudoki（regional chronicles in Nara era）
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